
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成22年７月15日

【四半期会計期間】 第45期第１四半期(自 平成22年３月１日　至 平成22年５月31日)

【会社名】 エスフーズ株式会社

【英訳名】 S Foods Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　村　上　真　之　助

【本店の所在の場所】 兵庫県西宮市鳴尾浜１丁目22番13

【電話番号】 (0798)43局1065番

【事務連絡者氏名】 専務取締役経営管理本部長

富　沢　　　進

【最寄りの連絡場所】 兵庫県西宮市鳴尾浜１丁目22番13

【電話番号】 (0798)43局1065番

【事務連絡者氏名】 専務取締役経営管理本部長

富　沢　　　進

 

【縦覧に供する場所】 エスフーズ株式会社東京支店

　 　(千葉県船橋市浜町３丁目２番３)

　 株式会社大阪証券取引所

　 　(大阪市中央区北浜１丁目８番16号)

　
株式会社東京証券取引所

　
　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　

EDINET提出書類

エスフーズ株式会社(E00342)

四半期報告書

 1/26



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第44期

第１四半期連結累計
(会計)期間

第45期
第１四半期連結累計
(会計)期間

第44期

会計期間
自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日

自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日

自　平成21年３月１日
至　平成22年２月28日

売上高 (千円) 29,070,153 30,976,278 119,077,667

経常利益 (千円) 1,617,910 1,185,060 5,747,577

四半期(当期)純利益 (千円) 710,872 541,106 2,795,925

純資産額 (千円) 33,938,923 33,004,760 32,965,367

総資産額 (千円) 56,324,007 57,245,667 56,609,945

１株当たり純資産額 (円) 957.11 1,062.56 1,060.21

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 22.07 19.32 95.09

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ― ─

自己資本比率 (％) 54.7 52.0 52.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,017,225 445,711 4,071,590

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △844,383 △304,175 △2,654,551

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,780,213 △471,553 1,396,665

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 10,570,617 11,084,372 11,410,855

従業員数 (名) 1,247 1,348 1,240

(注)　１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

３ 【関係会社の状況】

（1）合併

当第１四半期連結会計期間において、当社は次の連結子会社を吸収合併しました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
（％）

関係内容

（連結子会社) 　 　 　 　 　

鳴尾興産株式会社 兵庫県西宮市 90,000不動産賃貸 100.0
関係会社及び外部事業者との不動産賃貸
業を行っている。
役員の兼任（１名）及び貸付あり。

　

当第１四半期連結会計期間において、株式会社オーエムツーミート（連結子会社）は、株式会社オーエム

ツーデリカ（連結子会社）を吸収合併しました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
（％）

関係内容

（連結子会社) 　 　 　 　 　

株式会社オーエム

ツーミート
東京都港区 13,000

食肉等の小売

業

100.0
当社製品・商品の販売を行っている。

〔100.0〕

株式会社オーエム

ツーデリカ
東京都港区 13,000

食肉等の小売

業

100.0
当社製品・商品の販売を行っている。

〔100.0〕

（注）議決権の所有割合は、子会社及び緊密な者又は同意している者による間接所有割合を〔 〕に内書しております。

　

（2）除外

当第１四半期連結会計期間において、次の連結子会社を株式会社東洋発酵に譲渡しました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
（％）

関係内容

（連結子会社) 　 　 　 　 　

すこやか食品
株式会社

兵庫県西宮市 40,000
健康食品の販
売

85.3役員の兼任（１名）あり。

　

（3）新規

当第１四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
（％）

関係内容

（連結子会社) 　 　 　 　 　

株式会社
北海道中央牧場

北海道
北広島市

80,000肥育事業 100.0
当社向け豚の肥育を行っている。
役員の兼任（１名）あり。

株式会社
エスフーズコリア

大韓民国
ソウル特別市

千KRW
50,000

食肉の販売等 100.0役員の兼任（１名）あり。

（注）株式会社エスフーズコリアは、提出日現在、事業活動の準備中であります。
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４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 1,348（1,179）

(注) １  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

４　当第１四半期連結会計期間において、従業員数が108名増加しておりますが、主として定期の新規採用及び㈱北

海道中央牧場を連結子会社化したことによるものであります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年５月31日現在

従業員数(名) 601（131）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

４　当第１四半期会計期間において、従業員数が50名増加しておりますが、主として定期の新規採用によるもので

あります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　

品目別 生産数量(トン) 前年同四半期比(％)

食肉加工品 10,823 △19.5

加工調理食品・惣菜 3,491 △2.0

ソース・調味料 331 △3.3

合計 14,646 △15.6

(注) 国産牛肉の加工は、枝肉を部位別に分割する加工であるため生産実績に含めておりません。

　

(2) 受注状況

当社グループは受注生産を行っておりません。

　

(3) 販売実績
　

事業別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

輸入牛肉 6,515,117 ＋19.5

国産牛肉 7,430,508 ＋12.9

豚肉その他 3,588,583 ＋33.2

卸売事業計 17,534,209 ＋19.1

食肉加工品 5,713,360 △7.5

加工調理食品・惣菜 1,778,329 ＋10.1

ソース・調味料 49,466 ＋15.2

製品事業計 7,541,155 △3.7

小売事業 4,759,088 △9.9

外食事業 1,141,510 △3.9

小売・外食事業計 5,900,599 △8.8

その他の事業 313 △99.2

その他の事業計 313 △99.2

合計 30,976,278 ＋6.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における日本経済は、輸出関連の企業収益は新興国の経済成長に支えられる

など緩やかな回復基調にありましたが、国内需要に関しては消費者の節約志向の高まりにより低調なまま

で、全般的には企業収益の回復が消費の復調に結びつかないという状況で推移しました。

　当食肉業界におきましても、消費者の買い控えや低価格志向が強まるなど、一層厳しい状況となりました。

　このような経営環境の下、当社グループは、地道な営業努力と経営管理体制の強化、グループ企業間のシナ

ジー効果の発揮により、堅実な経営体質の構築を目指して企業活動を進めて参りました。

　[卸売事業]においては、豚肉販売を強化するため北海道で養豚事業を行う株式会社北海道中央牧場を新た

に連結子会社化し、豚肉の調達基盤を拡充しました。[製品事業]においては、家庭で簡単に楽しめる牛・豚

もつを使ったご飯のおかずを提案し、内食回帰のニーズに応えました。[小売・外食事業]においては、小売

事業の連結子会社株式会社オーエムツーデリカと株式会社オーエムツーミート（存続会社）との合併や物

流センターの統合などにより経営の強化に努めましたが、家計支出の低迷や競争の激化により売上高の減

少を余儀なくされました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高309億7千6百万円（前年同四半期比6.6％増）、営

業利益11億2千5百万円（前年同四半期比29.5％減）、経常利益11億8千5百万円（前年同四半期比26.8％

減）、四半期純利益5億4千1百万円（前年同四半期比23.9％減）となりました。

　事業別の売上高は、［卸売事業］が175億3千4百万円（前年同四半期比19.1％増）、［製品事業］が75億4

千1百万円（前年同四半期比3.7％減）、［小売・外食事業］が59億円（前年同四半期比8.8％減）となりま

した。

　所在地別セグメントの業績は、「日本」は売上高304億3千6百万円（前年同四半期比7.5％増）、営業利益

10億7千5百万円（前年同四半期比27.4％減）、また「アメリカ合衆国」は売上高7億5千7百万円（前年同四

半期比18.7％減）、営業利益5千5百万円（前年同四半期比53.0％減）となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べて6億3千5百万円増加し、572億4千5百万

円となりました。これは主に、季節変動に伴い売上債権、たな卸資産が増加したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて5億9千6百万円増加し、242億4千万円となりました。これは主に、季節変

動に伴い仕入債務が増加したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて3千9百万円増加し、330億4百万円となりました。これは主に、その他

有価証券評価差額金の減少1億9千万円に対し、利益剰余金の増加2億3千2百万円が上回ったことによるもの

であります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ3億2千6百万円減少

し、110億8千4百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

EDINET提出書類

エスフーズ株式会社(E00342)

四半期報告書

 6/26



営業活動によるキャッシュ・フローは4億4千5百万円の収入（前年同四半期は10億1千7百万円の収入）

で、主な増加要因は税金等調整前四半期純利益11億3千6百万円、減価償却費2億7千8百万円、仕入債務の増加

14億3千7百万円であります。一方、主な減少要因は売上債権の増加5億7百万円、たな卸資産の増加9億1千5百

万円、法人税等の支払額12億3千万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは3億4百万円の支出（前年同四半期は8億4千4百万円の支出）で、支

出の主なものは有形固定資産の取得による支出2億9千万円及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得

による支出3億2千5百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは4億7千1百万円の支出（前年同四半期は17億8千万円の収入）で、

支出の主なものは長期借入金の返済による支出2億3千8百万円及び配当金の支払額2億9千4百万円でありま

す。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は2千3百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、株式の取得により株式会社北海道中央牧場が連結子会社となっ

たため、以下の設備が主要な設備となりました。

会社名
事業所名

(所在地)

事業の

名称

設備の

内容

帳簿価額（千円） 従業

員数

（名）
建物及び

構築物

土地

(面積㎡)
その他 合計

株式会社

北海道中央牧場

本社

(北海道北広島市)
肥育事業

生産育成設備

他
62,201

67,059
37,007166,268

33

(945,463.57) (9)

(注) １　帳簿価額のうち「その他」は「機械装置及び運搬具」、「工具、器具及び備品」、「リース資産」、「生物」で

あります。

２　従業員数欄の（外書）は臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった当社広島営業所の食肉加工、

販売事業の設備の増設については、平成22年５月に完了いたしました。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間

末現在発行数(株)

(平成22年５月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年７月15日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 32,267,72132,267,721

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

500株

計 32,267,72132,267,721― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年５月31日 ─ 32,267,721 ─ 4,298,354 ─ 11,881,796

　

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大量保有報告書等の写しの送付がないため、大株主の異動は把握して

おりません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年２月28日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
4,257,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式
27,834,000

55,668 ─

単元未満株式
普通株式
176,721

― ─

発行済株式総数 32,267,721― ―

総株主の議決権 ― 55,668 ―

(注)　１　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が220株含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式245株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株数)
エスフーズ株式会社

兵庫県西宮市鳴尾浜１丁
目22番13

4,257,000 ─ 4,257,00013.19

計 ― 4,257,000 ─ 4,257,00013.19
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
３月 ４月 ５月

最高(円) 788 803 792

最低(円) 743 771 732

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月

１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レ

ビューを受け、当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び、当第１四

半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、

有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７

月１日をもって、有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,648,064 12,926,947

受取手形及び売掛金 11,915,324 11,437,020

商品及び製品 5,691,071 4,919,343

仕掛品 1,481,595 1,349,010

原材料及び貯蔵品 713,071 563,240

その他 1,224,658 1,203,712

貸倒引当金 △173,095 △155,972

流動資産合計 33,500,690 32,243,301

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,958,353 12,860,496

減価償却累計額 △7,495,624 △7,427,244

建物及び構築物（純額） 5,462,729 5,433,252

土地 7,545,544 7,350,302

その他 10,772,489 10,618,881

減価償却累計額 △8,366,034 △8,265,110

その他（純額） 2,406,454 2,353,770

減損損失累計額 △667,154 △631,319

有形固定資産合計 14,747,573 14,506,006

無形固定資産

のれん 833,817 956,724

その他 158,446 154,736

無形固定資産合計 992,263 1,111,460

投資その他の資産

投資有価証券 4,773,005 5,216,669

その他 3,466,262 3,767,231

貸倒引当金 △234,129 △234,724

投資その他の資産合計 8,005,138 8,749,176

固定資産合計 23,744,976 24,366,643

資産合計 57,245,667 56,609,945

EDINET提出書類

エスフーズ株式会社(E00342)

四半期報告書

13/26



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,871,343 7,437,380

短期借入金 3,369,550 3,223,000

未払法人税等 587,770 1,210,467

賞与引当金 760,213 580,049

その他 3,169,492 3,211,945

流動負債合計 16,758,369 15,662,843

固定負債

社債 1,050,000 1,050,000

長期借入金 4,182,907 4,431,893

退職給付引当金 615,780 570,302

役員退職慰労引当金 139,672 349,457

その他 1,494,177 1,580,081

固定負債合計 7,482,537 7,981,734

負債合計 24,240,906 23,644,577

純資産の部

株主資本

資本金 4,298,354 4,298,354

資本剰余金 11,952,550 11,952,550

利益剰余金 17,876,307 17,643,316

自己株式 △2,984,268 △2,984,190

株主資本合計 31,142,944 30,910,030

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,130,614 △939,841

繰延ヘッジ損益 △4,031 △12,797

為替換算調整勘定 △245,474 △260,367

評価・換算差額等合計 △1,380,120 △1,213,006

少数株主持分 3,241,936 3,268,343

純資産合計 33,004,760 32,965,367

負債純資産合計 57,245,667 56,609,945
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

売上高 29,070,153 30,976,278

売上原価 23,143,971 25,379,822

売上総利益 5,926,182 5,596,456

販売費及び一般管理費 ※１
 4,331,153

※１
 4,471,261

営業利益 1,595,028 1,125,194

営業外収益

受取利息 4,414 4,841

受取配当金 3,720 1,299

負ののれん償却額 9,904 14,024

協賛金収入 31,456 32,094

その他 52,954 59,316

営業外収益合計 102,450 111,575

営業外費用

支払利息 17,974 25,995

持分法による投資損失 21,265 163

保険契約譲渡損 － 14,839

シンジケートローン手数料 20,500 －

その他 19,826 10,711

営業外費用合計 79,567 51,709

経常利益 1,617,910 1,185,060

特別利益

貸倒引当金戻入額 18,305 9,304

関係会社株式売却益 － 9,425

その他 8,768 2,787

特別利益合計 27,074 21,516

特別損失

固定資産処分損 12,593 11,695

減損損失 － 24,978

投資有価証券売却損 － 15,590

投資有価証券評価損 10,773 －

店舗閉鎖損失 18,309 6,327

その他 1,369 11,910

特別損失合計 43,045 70,501

税金等調整前四半期純利益 1,601,939 1,136,075

法人税等 814,105 523,109

少数株主利益 76,960 71,860

四半期純利益 710,872 541,106
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,601,939 1,136,075

減価償却費 279,170 278,976

減損損失 － 24,978

のれん償却額 158,676 122,907

負ののれん償却額 △9,904 △14,024

賞与引当金の増減額（△は減少） － 183,337

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,331 46,338

受取利息及び受取配当金 △8,134 △6,140

売上債権の増減額（△は増加） △538,513 △507,736

たな卸資産の増減額（△は増加） △822,594 △915,577

仕入債務の増減額（△は減少） 1,716,779 1,437,574

その他 25,886 △83,452

小計 2,406,637 1,703,257

利息及び配当金の受取額 7,746 3,961

利息の支払額 △13,866 △31,123

法人税等の支払額 △1,383,292 △1,230,383

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,017,225 445,711

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △453,175 △290,088

無形固定資産の取得による支出 △4,629 △15,338

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △325,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

296,239 －

短期貸付けによる支出 △600,000 －

その他 △82,817 326,251

投資活動によるキャッシュ・フロー △844,383 △304,175

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △162,670 146,550

長期借入れによる収入 2,448,900 －

長期借入金の返済による支出 △83,732 △238,269

配当金の支払額 △338,031 △294,913

少数株主への配当金の支払額 △65,687 △64,637

その他 △18,565 △20,283

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,780,213 △471,553

現金及び現金同等物に係る換算差額 26,622 3,535

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,979,677 △326,482

現金及び現金同等物の期首残高 8,590,939 11,410,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 10,570,617

※１
 11,084,372
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

１　連結の範囲に関する事項の変更

（1）連結の範囲の変更

平成22年２月１日付で、株式会社オーエムツーデリカは連結子会社株式会社オーエムツーミート（決算日１

月31日）が吸収合併しております。

　平成22年３月１日付で、鳴尾興産株式会社はグループ経営の効率化を図るため、当社が吸収合併しております。

　平成22年３月26日付で、すこやか食品株式会社は当社が保有する株式の全てを当社グループ外に売却したこと

により、連結の範囲から除外しております。

　平成22年４月１日付で、株式会社北海道中央牧場の全株式を取得したことに伴い、連結の範囲に含めておりま

す。

　平成22年４月９日付で、株式会社エスフーズコリアを新規設立したことに伴い、連結の範囲に含めております。

（2）変更後の連結子会社の数

　　　17社
　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

１　税金費用の計算

当社及び一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に一括表示しており

ました「賞与引当金の増減額（△は減少）」（前第１四半期連結累計期間168,271千円）は、金額的な重要性が

増したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記しております。
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【注記事項】

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　 　給与手当 1,123,466千円

　 　賞与引当金繰入額 213,587千円

　 　貸倒引当金繰入額 21,805千円

　 　役員退職慰労引当金繰入額 6,703千円

　 　役員賞与引当金繰入額 5,250千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　 　給与手当 1,167,437千円

　 　賞与引当金繰入額 228,912千円

　 　貸倒引当金繰入額 26,403千円

　 　役員退職慰労引当金繰入額 6,517千円

　 　役員賞与引当金繰入額 6,175千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

現金及び預金 11,259,191千円

預入期間が３か月超の定期預金 △688,574千円

現金及び現金同等物 10,570,617千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年５月31日現在）

現金及び預金 12,648,064千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,563,691千円

現金及び現金同等物 11,084,372千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年５月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　

至　平成22年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 32,267,721

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,257,345

　

３　新株予約権等に関する事項
　

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月21日
定時株主総会

普通株式 308,115 11平成22年２月28日 平成22年５月24日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの
　
　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい
変動がありません。
　

(デリバティブ取引関係)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なもので
はありません。
　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　当社企業グループは主として肉製品及び生肉加工品の製造、販売ならびに生肉の販売という区分に属

する事業を行っており、また、市場及び販売方法等についても類似しております。

　また、その他の事業については金額が少額のため事業の種類別セグメント情報の開示を省略しており

ます。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　当社グループは主として肉製品及び生肉加工品の製造、販売ならびに生肉の販売という区分に属する

事業を行っており、また、市場及び販売方法等についても類似しております。

　また、その他の事業については金額が少額のため事業の種類別セグメント情報の開示を省略しており

ます。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　

　
日本
(千円)

アメリカ合衆国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

28,301,299768,85329,070,153 ― 29,070,153

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

5,719 163,092 168,811(168,811) ―

計 28,307,019931,94529,238,965(168,811)29,070,153

営業利益 1,482,093118,6431,600,736(5,708)1,595,028

(注)　会計処理基準に関する事項の変更
(棚卸資産の評価に関する会計基準の適用)
「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の「２　会計処理基準に関する事項の変

更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間から評価基準については、原価法または低価法から原価法(収益性の
低下による簿価切下げの方法)に変更しております。
　この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及
び税金等調整前四半期純利益が56,583千円それぞれ減少しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　

　
日本
(千円)

アメリカ合衆国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

30,430,152546,12630,976,278 ─ 30,976,278

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

5,970 211,587 217,557(217,557) ─

計 30,436,123757,71331,193,836(217,557)30,976,278

営業利益 1,075,81155,7661,131,577(6,382)1,125,194

　

EDINET提出書類

エスフーズ株式会社(E00342)

四半期報告書

20/26



【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日)

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

　 　

　 1,062.56 円
　

　 　

　 1,060.21 円
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
（平成22年５月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

純資産の部の合計額（千円） 33,004,760 32,965,367

普通株式に係る純資産額（千円） 29,762,823 29,697,024

差額の主な内訳（千円） 　 　
　少数株主持分 3,241,936 3,268,343

普通株式の発行済株式数（株） 32,267,721 32,267,721

普通株式の自己株式数（株） 4,257,345 4,257,245

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株）
28,010,376 28,010,476

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第１四半期連結累計期間
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額  22.07 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 19.32 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 710,872 541,106

普通株式に係る四半期純利益(千円) 710,872 541,106

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ―

普通株式の期中平均株式数(株) 32,213,424 28,010,418
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

エスフーズ株式会社(E00342)

四半期報告書

23/26



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月15日

エスフーズ株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　松　　井　　隆　　雄　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　米　　沢　　　　　顕　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　林　　礼　　治　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエス

フーズ株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスフーズ株式会社及び連結子会社の平成21

年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は平成21年６月１日開催の取締役会において、

自己株式の取得及び自己株式の公開買付けを行うことを決議し、自己株式を取得している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年７月15日

エスフーズ株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員 　 公認会計士　　松　　井　　隆　　雄　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小　　林　　礼　　治　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエス

フーズ株式会社の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成

22年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスフーズ株式会社及び連結子会社の平成22

年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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